
小
説
の
終
わ
り
方 

 

首
藤 

静
夫 

 

作
品
の
最
初
と
最
後
を
ビ
シ
ッ
と
決
め
た
い
、
と
い
つ
も
思
う
。 

川
端
康
成
『
雪
国
』
の
冒
頭
部
分
。 

「
国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
雪
国
で
あ
っ
た
。
夜
の
底
が
白
く
な
っ

た
」。
有
名
な
書
き
出
し
で
あ
る
。
で
は
、
最
後
は
ど
う
か
。 

主
人
公
の
駒
子
と
島
村
の
目
前
で
、
火
事
の
炎
に
包
ま
れ
た
葉
子
が
墜
落
す
る
。

葉
子
は
、
駒
子
の
分
身
だ
。
駒
子
は
物
狂
う
。
島
村
が
、 

「
踏
み
こ
た
え
て
目
を
上
げ
た
途
端
、
さ
あ
と
音
を
立
て
て
天
の
河
が
島
村
の
な

か
へ
流
れ
落
ち
る
や
う
で
あ
っ
た
」。
こ
こ
で
幕
。 

川
端
の
小
説
は
文
章
が
美
し
す
ぎ
て
内
容
よ
り
も
印
象
の
方
が
残
り
や
す
い
。

こ
の
最
後
も
鮮
や
か
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
解
釈
が
分
か
れ
そ
う
だ
。
天
の
河

が
身
体
の
中
へ
流
れ
落
ち
る
と
は
？ 

読
者
に
謎
か
け
を
し
て
小
説
は
終
わ
る
。 

 

同
じ
く
川
端
の
掌
編
小
説
『
あ
り
が
と
う
』 

「
今
年
は
柿
の
豊
年
で
山
の
秋
が
美
し
い
」
で
始
ま
り
、 

「
今
年
は
柿
の
豊
年
で
山
の
秋
が
美
し
い
」
で
終
わ
る
。 

作
品
の
内
容
は
自
然
の
風
景
と
関
係
が
薄
い
。
娘
を
売
り
に
、
あ
る
半
島
の
南

端
の
村
か
ら
山
二
つ
越
え
た
町
に
、
乗
合
自
動
車
で
行
く
母
親
と
売
ら
れ
る
娘
、

そ
れ
に
几
帳
面
な
バ
ス
運
転
手
の
道
中
物
語
だ
。
残
酷
な
話
だ
が
、
作
為
の
な
い

自
然
の
営
み
の
様
に
描
か
れ
て
い
る
。
豊
か
な
自
然
描
写
で
前
と
後
を
囲
み
、
余

韻
を
高
め
て
い
る
。 

 

太
宰 

治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』 

「
メ
ロ
ス
は
激
怒
し
た
」
で
始
ま
り
、「
勇
者
は
ひ
ど
く
赤
面
し
た
」
で
終
わ
る
。

自
分
は
正
し
い
と
感
情
の
お
も
む
く
ま
ま
に
突
っ
走
る
前
半
部
の
メ
ロ
ス
。
他
者

を
慮
り
羞
恥
心
か
ら
赤
く
な
っ
た
メ
ロ
ス
。
二
つ
の
対
比
で
あ
る
。
物
語
の
進
行

と
と
も
に
成
長
し
て
い
く
主
人
公
を
描
い
て
い
る
。 

 

当
会
、
Ｂ
・
Ｍ
さ
ん
の
『
鶴
を
折
る
人
』 

「
綺
麗
な
指
だ
っ
た―

―

。
」
で
始
ま
る
。
終
わ
り
は
、 

「
だ
か
ら
、
私
は
鶴
を
折
っ
た
。 

 

何
羽
も
、
何
羽
も…

…

。 

 

ど
う
か
、
あ
の
人
が
無
事
に
私
の
も
と
へ
還
っ
て
来
れ
ま
す
よ
う
に…

…

と
」 

 

息
子
の
折
る
鶴
に
見
入
っ
て
い
る
入
院
中
の
母
。
思
い
出
し
て
い
る
の
は
死
ん

だ
夫
で
は
な
く
、
戦
地
か
ら
戻
ら
な
か
っ
た
初
恋
の
人
の
綺
麗
な
指
だ
っ
た
。 

 

最
後
に
逆
転
劇
を
用
意
す
る
作
者
お
得
意
の
手
法
で
あ
る
。 

 

さ
て
皆
さ
ん
の
お
好
み
の
ス
タ
イ
ル
は
い
ず
れ
で
す
か
。 

 

 


